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ヘキサク77ルチタT)･>キサン(ECE)の a-,

p-及び γ-異性曙のエステル分解望乗に封する作用

Il.Keller:I)ieEinwirkungdera-,p-ilndγ-

1somerendesHexachlorcyclobexans(HCH)auf

cstcrspaltendeFermcnte.floppe-SeylerZeit-

schriftfL2rphysiologischeChemie295,15,(1953)･

接触故山剤の群誠系に対する作用については余t)節

兜されていない し,叉今までの所では fICH に関 し

ては的az現象は認められるが,特別の作用点が存在す

るか否かについてl引まつきE)していない.或は叉スル

フォアマイドの作川機肺の様に,ビタミンB物矧 ℃謝

がy-HCIIに伏って滋野を蛋さるという説があるかと思

えげ,その民雄となる桜な失験結果もあるO更に組械

呼吸,解fiTJl仲川,払拭の好気的購酸化等と結び合せた

穴畝もある｡然 し柑 こ和聖なのは抜触剤を神荘子tfと考

えて,その放誠系の仲川点を推定することである｡そ

の折 .lLにγ･lICLIが抑Il他であるため韮質内によく倍

大し,-㍍拭く作川することは考えられることである.

懲･iT･呼は抜放琴山河,柑 こy-1ICl-Iが一体で,かな

ろ形でエステル分解群末に作用するかについて研究を

fliった｡とい'5のは,神綻払拭が高級及び抵級の脂肪

n'受エステルに対して比か乍ら酵素的括性化作用を持っ

ているということ,叉神経組織中に芯故エステルが多

出に合判 Lてゐて'放感な代謝をもつ:tいると考えら

汁.lLステラt-ゼ系に対する作川こそ接蝕的芯作川で

あると6･えられることのためである｡この神鑓組繊系

に対して柑只的なレS'チソーエステラ-ゼについての

火縄は,円弧性が良くないため,耽々の加勺とは少し

はづれるかもしれねが,一応次の様なはっきりしたモ

スチラーゼ系について宍験を行ったO即ち屈鈴繁フォ

ス ファクーゼ,詑疎■･)'{-ゼ,,障臓エステラーゼ,温

血動物の脱エステラーゼ,菅通の-エ及び殺虫剤に抵

抗比 のある-工からとったェスチき-ゼ等を川い,

HC17の a-,β-及びγ-bTi･性休の作川効果について宍

験を行った｡然 しどの累につ＼-ても蛸娘的な班肇は椛

認されなかったo市況性に於いては柑こa一失杜仲が､

妨告作用を元したが,打lJl性のあるものではない｡一

方,温血動物の肝臓及び脳のエステラーゼや,双地類

のエステラーゼについては或最適条件で γ-典性休の

一式的な促進作用が認められた,叉抵挽性のあるハエ

からとったエステラーゼの γ一袋性体 に よる満作化の

桂皮は普通の-工のエステラーゼよE)も少いというこ

とは邦妹あることであるO以上の失政からみると,こ

れはスト.)キニンの作川と一脈通ずるものがあるOス

6二王

トリキニyは肝臓エステラーゼに対して軌 ､fl;･性化作

月拷 戻し,叉 d･1-mandelate''D加水分解の際のエス

テラーゼに対する作用の仕方が γ-HCfⅠのそれとよ

く似た所があるのである｡ー著者はスト.)をニyの岬 L

動物に対する作用を検討して,g･Eの宍鋲の忠誠を評細
に吟味した｡と̀もかくγ域性体の由こエステラーゼ･IL.;･

性化作用があE),耶乳動物の神経払拭に対して招lVJTJが

ある-olこ対して,'Plと8とが鋲静的に鋤くことは姓口

すべきことであt);佃詳細な化学的研究が必零であろ

うが･i.ステラ-ゼに対するこの効凪 ま･神鑑細胞の
生化学的反応についての何等かの洞察と希望を与える

もので,こゐ物質の生理学的作用に本質的な関係があ

さと結論することができるO(富山一郎)

DDTに対して抵抗性を有するイエバエの系統と

抵抗性をもたない系統との形態学上の相違 '

二13igelolV,1く.S.andLE.I.Lelくoux:Distinct

rnorph'OlogicalditfcrcncesbetlVeen Dl)T-rcs王S-

tantand-non-DDT-resistanttstrainsofthehouse

fly,斗TuseadomesticaL.Camd.Entomologist,

86,78185(1954).1
今日までPところ,大抵の研究者はill抗性を和する

系統とi∴そうでない系統との形態学上の相違を.休fBt

節の構造,柁蛇の大きさとか,銅鐸の形態などに:):め,

これを鑑ちに一7)D_T の吸収(?印矧こむすぴつけて税

別Li.うーとしたっ放 しながらもつと沈い生理学的の比

1171から,そうした拭抗性の相違はもたらされ,それが

迫伝するあであって,そうした形態学的の州立Tlは,描

械的な役割を的ずるのでなく,ただ内部的な迎]'f性に

関都してあらわれるだけのものであるというIL帖が,

妃近は一部の人々によってとられるようになって来た｡

この研究もそうした見地に立ってなされている｡矛ミ純

は 1始ltsvillcイ也8系統が用いられ, これらの妨2粒

背板のLl火幅と,出火長,触角の約2,約3荊NJ'のfL"
をむすんだ枚が,前糾出の両級壁とまじわるまでの長

さ,及び右餌JTJの末端銭節の長さが州LRされ,推計学

的に検討された.'その給凪 ･そうTLた形態学的の棚滋

を抵抗性を111+る系統とそうでない釆枕とのlFT日に判然

と認めることがLLI来た.そしてそれらは内部的な辺伝

性と相関聯してあらわれることが認められた,それ故,

こうした相違点を標徴として,野外に於ける刑仙郡か

ら,抵抗性をTfする潔純を選びLlけ ことも可悦であろ

･うし,叉,イエバェ以外のHL=Tltに於てもこうしたこと

は当然認められるであろうと記している｡(長沢純犬)


